




























































































































門分野 17 名の合計 19 名（回収率 90.5％）から得た。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有無」に関しては教授率が 37.5％（8 領域中 3 領域）
以下であった。「胸部の打診」や「皮下気腫の有無」
においては 25％（8 領域中 2 領域）であり、基礎看
護学領域および成人看護学領域急性期が教授してい
た。上記 5 項目以外の 20 項目は、教授率 50％（8




部の打診」、「皮下気腫の有無」の 4 項目は、8 領域
中 5 領域（62.5％）が、4 項目以外の 21 項目は、
7 領域（87.5％）が教授の必要性があると回答して



























































所見」であった。1 〜 3 領域が上記の項目を新規に

















































































































































（2003 年 3 月 17 日）：139-144.
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for improvement of nursing competence on undergraduate nursing 
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